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明治 兵庫県神崎郡田原村に生る、1878 11.5.1

（ ）父操、母たけの７男 碑文

（ ）1895 28.12 . 18〃 海軍兵学校に入学（ 才） 略歴

（ ）1897 30〃 首席で卒業、候補生として遠洋航海に出る 池田

（ ）1899 32.1 22〃 海軍少尉（ 才） 略歴

（ ）1900 33.1 9〃 ～ 月 軍艦八雲廻航員としてドイツに派遣 略歴

〃 ～ 年 戦役に参加、軍艦千代田航海長1904 37 38

（ ）大尉（ ～ 才） 略歴27 28

（ ）1906 39.2〃 常備艦隊参謀 略歴

（ ）〃 海軍兵学校教官 略歴39.4

（ ）39 29子爵田尻稲次郎の次女愛子と結婚（ 才） 池田

（ ）1907 40〃 妻愛子病没 池田

（ ）1907 40.12明治 海軍軍令部参謀 略歴

（ ）1909 40 5〃 子爵野村靖の 女初子と再婚 池田

（ ）〃 オーストリア大使館附海軍武官として渡欧 略歴40.12

（ ）滞欧中に長女雪子生まれる 池田

（ ）1913 2.3大正 帰朝 略歴･池田

〃 世界大戦勃発、日独戦争に従軍1914

（ ）軍艦筑波副長 略歴

〃 日本海軍はカロリン群島ボナペ占領、松岡3.10

はボナベに上陸、初代民政署長としてミク3.7

（ ）ロネシアを支配 池田

（ ）1915 4.7〃 「椰子栽培法」を農商務省農務局から発行 清野
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大正 〃 海軍軍令出仕、海軍省出仕、文庫主管、4

（ ）日独戦史編集長 略歴

（ ）〃 「送仮字法」海軍軍令部戦史編纂から発行 清野4.10

（ ）1916 5.2 39〃 海軍大佐（ 才） 略歴

（ ）1917 6.7〃 「南溟の秘密」春陽堂から発行 清野

（ ）〃 海軍大佐で退役 池田6

〃 「和蘭語文典 （未定稿）日蘭交通調査会1918 7.11 」

（ ）〃 から発行 清野

願に依り予備役編入、日蘭通交調査会理事7.12.1

（ ）に就任、蘭語文法書著述 略歴

（ ）1919 8〃 日蘭親交促進の目的を以て和蘭に赴く 略歴

（ ）〃 蘭領印度の資源調査 池田8

〃 日蘭親交促進のため蘭領東印度に赴く1920 9

蘭国女王より『オランエ・ナッソウ２等

（ ）勲章』贈与さる 略歴

（ ）1921 10.9〃 「蘭和辞典」を日蘭交通調査会から発行 清野

（ ）〃 「和蘭語辞彙」編纂 略歴10
い

（ ）1922 11〃 慢性腎臓炎が次第に加重 清野

（ ）1923 12〃 以来本式に文筆に親しむ 清野

大正 母と子どもはさきに東京に帰る、父鵠沼に1923 12.9.1

残る 鵠沼の山口紋蔵さんの睡れを借りた （略歴）、 、

二階屋の家は２秒とたたないうちにつぶれ （清野）

（ ）たが、父は桑の木で作った軽いテーブルが 清野

支えとなって九死に一生を得た、腰に打撲

傷を受けた。

相模湾に軍艦を停泊させ、東久邇宮家のお

（ ）供をして東京湾から帰る。 喜久子

〃 脳溢血で倒れる、鵠沼に隠遁1924 13
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（ ）（四七才） 池田

（ ）〃 爪畦史 を岩波書店から発行 清野13.12 J
（ ）1925 14.3〃 「通俗文法講話」を国語書院から発行 清野

（ ）〃 「中間階級の研究」を聚英閣から発行 清野14.9
（ ）〃 「太平洋民族誌」を岡書院から発行 清野14.10
（ ）1926 15〃 日本言語学」を刀江書院から発行 清野

（ ）〃 「チャモロ語の研究」を郷土研究社から発行 清野15.10
（ ）〃 「日本古族誌」を刀江書院から発行 清野15.12
（ ）昭和初年 日本古語大辞典の稿成る 磐木

（ ）1927 2〃 「播磨風土記物語」を刀江書院から発行 清野

（ ）〃 「ミクロネシア民族誌」を岡書院から発行 清野2.7
〃 「民族学より見たる東歌と防人歌」を大岡1928 3.5

（ ）山書店から 清野

（ ）〃 「常陸風土記物語」を刀江書院から発行 清野3.4
〃 「中央カロリン語の研究」を郷土研究社から1.9

（ ）〃 発行 清野

「日本国体本義」を日本国体本義編纂審議会1929 3.12
（ ）〃 から発行 清野

〃 「日本古語大辞典」第１巻（語誌）を刀江4.3
（ ）書院から発行 磐木

〃 「日本古語大辞典」第２巻（訓話）を刀江4.12
（ ）〃 書院から発行 盤木

「マーシャル語の研究」を郷土研究社 から2.6
（ ）発行 清野

〃 私(木村)は晩年の弟子である、上 雪子、4
喜久子、かつみ、磐木(中学１年)、神楽舎

ささらのや

門弟、窪田寿子、李弘 稙、宮崎昇、矢島

栄一、鈴木一男、 小西四郎、 木下 勇、

加賀屋幸利、八巻藤吉、西川、一寸木幹愛
ま す き ま さ よ し

新名 登、吉野秀雄、黒田、佐野、内田、小

林、山内、扇谷正造

満州事変が起こったときはご機嫌が悪かっ

た。この犠牲は君たちが払うことになるの

（ ）だよといわれたが、そのとおりになった。 木村
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「 」 （ ）1930 5.3昭和 パラウ語の研究 を郷土研究社から発行 清野

「 」 （ ）〃 中等学校に於ける国語研究並に教授法 を発行 喜久子5.4

「 」 （ ）〃 歌学 を新興学会出版部から発行 清野5.7

「 」 （ ）〃 紀記論究神代篇１創世記 を新興学会出版部から 清野5.9

「 」 （ ）〃 ボナペ語の研究 を郷土研究社から発行 清野5.10

「 」 （ ）1931 6.4〃 紀記論究神代篇２諾冊二尊 を同文館から発行 清野

「 」 （ ）〃 紀記論究神代篇３高天原 を同文館から発行 清野6.5

「 」 （ ）〃 紀記論究神代篇４出雲伝説 を同文館から発行 清野6.6

「 」 （ ）〃 紀記論究神代篇５国譲 を同文館から発行 清野6.7

「 」 （ ）〃 紀記論究神代篇６高千穂時代 を同文館から発行 清野6.8

「 」 （ ）〃 ヤップ語の研究 を郷土研究社から発行 清野6.8

「 」 （ ）〃 紀記論究建国篇１神武天皇 を同文館から発行 清野6.9

「 」 （ ）〃 紀記論究建国篇２大和欠史時代 を同文から発行 清野6.11

「 」 （ ）〃 紀記論究建国篇３師木宮 を同文館から発行 清野6.12

「 」 （ ）1932 7.2〃 紀記論究建国篇４日代官 を同文館から発行 清野

〃 「紀記論究建国篇５国内統一」を7.4
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（ ）同文館から発行（清野） 清野

（ ）1932 7.6昭和 「紀記論究建国篇６外藩帰伏」を同文館から発行 清野

「伊予上代史考 伊曽乃神社」を郷土研究社から7.7

（ ）〃 発行 清野

「紀記論究外篇古代歌謡 （上）を同文館から7.9 」

（ ）〃 発行 磐木

「紀記論究外篇古代歌謡 （下）を同文館から7.11 」

（ ）〃 発行 磐木

（ ）1933 8.9 「国語と民族思想」第１輯発行 喜久子

（ ）1934 9.2 「万葉集論究」第１輯を章華社から発行 清野

（ ）〃 「国語と民族思想」第２輯発行 喜久子9.2

「国語と民族思想」第３輯(国語教育是正号)9.5

（ ）〃 発行 喜久子

（ ）9.6 「万葉集論究」第２輯を竜華社から発行 清野

〃 「国語と民族思想」第４韓（上代思想研究号）を9.9

（ ）1935 〃 発行 喜久子

「国語と民族思想」第５輯（文法研究号）を10.1

（ ）〃 発行 喜久子

（ ）10.1 24「簡易文典」を発行、実費１部 銭 喜久子

〃 「ミクロネシア語の綜合研究」を岩波書店から10.3

（ ）〃 発行 清野

私が湘南中学校教諭のとき神楽舎講堂を訪い10.5.26

〃 日露戦争の話をきいた。千代田艦長は東伏見宮

（ ）で航海長は先生であった。 清野

（ ）その回顧談の最中先生は急にワーワーと大声で 八巻

泣き落涙された。

（ ）10.6 「有田縁歌と防人歌」を瑞穂書院から発行 清野
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（ ）昭和 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第１輯発行 喜久子10.10

〃 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第２輯発行10.11

（ ）（会費 銭であった） 喜久子30

〃 湘南国語研究会の例会があった。 （雪子）10.11.21

（ ）〃 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第３輯発行 喜久子10.12

（ ）1936 11.1〃 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第４輯発行 喜久子

〃 二・二六事件のとき鵠沼海岸駅から先生宅11.2.26

（ ）まで訪問客つづく 高木

（ ）〃 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第５輯発行 喜久子11.3

〃 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第６転発行11.4

（ ）（活字印刷となる） 喜久子

（ ）〃 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第７輯発行 喜久子11.5

（ ）〃 病革る 木村11.5.9

（ ）1936 11.5.20〃 病室で写真を撮る 喜久子

（ ）昭和 午後０時 分 妻子門弟にかこまれてみまかる 木村11.5.23 55

（ ）算年五九歳 池田

（ ）〃 「国体明徴上の一考祭」を時事新報社から発 清野11.6

「神楽吉講堂湘南国語研究会誌」第８輯発行11.6

（ ）〃 （黒わくのお知らせあり） 喜久子

（ ）1937 11.7 「神楽舎講堂湘南国語研究会誌」第９輯発行 喜久子

（ ）〃 湘南国語研究の追悼会記念撮影する 喜久子11.7.11

〃 知人友人門下生有志によリ「松岡12.5.30
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（ ）静雄先生之庵趾」碑を建つ 碑文

（ ）1937 12〃 新篇日本古語辞典」を刀江書院から発行 磐木

（ ）〃 「増補日本古語大辞典」を刀江書院から発行 磐木12.12

（ ）1938 13.2〃 「神楽台黙語」を書物展望社から発行 清野

（ ）「日本固有民族信仰」を刀江書院から発行 清野

〃 水交社で松岡静雄氏の追悼座談会が催される1942 17.5.23

発起人 山梨勝之進、大将石黒忠篤 他、

（ ）追悼演説 中村孝也、柳田国男、永井威三郎 清野

（ ）1945 20.12.6〃 長女 雪子 永眠 喜久子

（ ）1962 37.2〃 妻 初子 永眠 磐木

（ ）〃 妻 初子の葬儀 李37.3.1

（ ）〃 「新篇日本古語辞典」再刊 磐木37.3

──完──

あ と が き

1975 50 3 1この年譜は 年（昭和 年） 月

法政大学出版局発行の野口喜久子編「砂のい

ろ」を文献として編集したものであります。

凡例の芳名は「砂のいろ」に寄稿された方

々であります。

（昭和五九・一〇・三 編者誌）
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伊 藤 節 堂 編

松 岡 氏 略 系

播 磨 赤 松 氏 の 後 裔
兵 庫 県 神 東 郡 田 原 村 辻 川 の 住

(医 者 )
松 岡 勘 四 倅 、 松 之 左 仲
(安 永 六 年 没 ) (文 化 九 年 没 六 九 才 ) (幼 名 儀 )

(名 医 と い わ れ た )

(医 者 )
(漢 学 者 ) (医 者
(賢 婦 人 と し て 藩 表 彰 ) (儒 者 )

長 女 小 鶴 (明 治 没 才 ) (宮 司 )6 67
こ づ る

長 男 操 (明 治 没 才 )29 65
婿 養 子 至

(医 者 ) 妻 た け (明 治 没 才 )29 65
(号 陶 庵 ) (長 者 尾 柴 利 七 の 長 女 )
(事 情 あ っ て 離 縁 ) (記 憶 力 は 抜 群 で あ っ た )

(明 治 没 才 )7 66

医 者 中 川 氏

（ 医 師 ･千 葉 県 布 佐 に 開 業 ）
長 男 鼎 （ 昭 和 没 ） 長 女 文 子9

妻 二 女 茂 子
二 男 俊 治 (明 治 没 才 )16 19

(医 師 ・ 万 葉 学 者 ・ 井 上 家 に 入 り 通 泰 と 改 名 )
三 男 泰 蔵 (昭 和 没 才 )16 76

長 女 桃 枝
妻 龍 子 (昭 和 没 )16
四 男 芳 江 (夭 折 )
五 男 友 治 (明 治 没 )7

(官 吏 ･民 族 学 者 ･柳 田 家 に 入 る )
六 男 国 男 (昭 和 没 才 ) 長 女 三 穂37 88

二 女 千 枝 子
妻 孝 長 男 為 正

三 女 三 千
四 女 千 津

(軍 人 ・ 国 語 学 者 )
七 男 静 雄 (昭 和 没 才 ) 長 女 雪 子11 59

二 女 喜 久 子
妻 初 子 (昭 和 没 ) 三 女 か つ み39

長 男 磐 木

(日 本 画 家 号 映 丘 )
八 男 輝 夫 (昭 和 没 才 ) 長 男 道 男13 58

二 男 春 樹
妻 静 野 長 女 緑
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略
年
譜

長
男

明

神
戸
師
範
学
校
卒
、
小
学
校
訓
導
、

11

家
督
相
続

松
岡

鼎

〃

校
長
兼
巡
校
視
、
結
婚

12
〃

医
を
志
し
て
上
京

14
〃

帝
国
大
学
医
科
卒
業

19
〃

茨
城
県
布
川
町
に
開
業
、
の
ち
千

20

葉
県
布
佐
に
移
る

三
男

井
上
通
泰

明

井
上
家
へ
養
嗣
子
、
通
泰
と
改
名

10
〃

東
京
帝
大
医
科
卒
業
、
大
学
助
手

24

幼
名
泰
蔵

兼
眼
科
開
業

〃

岡
山
医
専
眼
科
教
授

26
〃

麹
町
区
内
幸
町
に
開
業
、

35

宮
中
顧
問
官
、
御
歌
所
寄
人
、

貴
族
院
議
員

六
男

柳
田
国

明

東
京
帝
大
法
科
卒
、
農
商
務
省
勤
務

33
〃

柳
田
直
平
の
養
嗣
子

34

大

貴
族
院
書
記
官
長

3
昭

枢
密
顧
問
官

21
〃

民
族
学
研
究
所
設
立
、

22

芸
術
院
会
員
、
学
士
院
会
員

〃

文
化
勲
章
授
与

26

八
男

松
岡
映
丘

明

東
京
美
術
学
校
卒

37
〃

母
校
助
教
授

40

本
名
輝
夫

大

教
授

7
〃

帝
展
審
査
員

8
昭

国
画
院
創
立

10

代
表
作
「
室
君

「
右
大
臣
実
朝
」

」

（
文

献
）

野
口
喜
久
子

「
砂
の
い
ろ
」

村

松

梢

風
「
本
朝
画
人
伝
」
第
七
巻

筑

摩

書

房
「
定
本
柳
田
国
男
集
」
別
巻
第
五

平

凡

社
「
世
界
大
百
科
事
典
」

（
昭
和

･
･

)

59
10
21
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芥
川
龍
之
介
晩
年
の
消
息
（
補
記
）

富
士

山

（

た
か
し

筆
者
は
昭
和
五
十
八
年
七
月
鵠
沼
を
語
る
会
の
第

十
五
号
に
河
童
忌
特
集
と
し
て
、
龍
之
介
の
晩
年(

大
正
十
五
年
一
月
か
ら
昭
和
二
年
七
月)

の
消
息
と

し
て
、
主
と
し
て
龍
之
介
の
健
康
状
態
の
事
を
記
し

一
応
結
末
が
つ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
十
五
年
の
年
末
か
ら
翌
昭
和
二

年
年
頭
あ
た
り
の
一
週
間
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
誤
り
が

あ
る
と
葛
巻
左
登
子
さ
ん
の
注
意
あ
り
、
更
に
、
近

頃
に
な
っ
て
斉
藤
茂
吉
、
土
屋
文
明
両
氏
が
、
大
正
十

五
年
九
月
に
龍
之
介
の
二
階
屋
へ
持
参
し
た
の
は
、

ハ
ラ
ン
で
な
く
ス
ル
ガ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
の
話
に
結

末
を
つ
け
た
く
、
も
う
一
度
執
筆
補
記
す
る
こ
と
に

し
た
。

筆
者
が
四
、
五
年
前
に
古
本
屋
で
入
手
し
た
昭
和

二
十
年
四
月
発
行
の
芥
川
龍
之
介
読
本
の
末
尾
に
、

吉
田
精
一
編
の
芥
川
龍
之
介
年
譜
は
、
龍
之
介
の
業

績
の
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
と
書
い
て
あ
る
が
龍
之
介

の
健
康
の
方
面
に
つ
い
て
は
何
の
記
載
も
な
く
、
十

五
年
に
本
人
病
気
静
養
の
た
め
、
一
家
鵠
沼
に
う
つ

り
住
み
、
大
晦
日
を
借
家
の
二
階
家
で
す
ご
し
、
翌

一
月
二
日
田
端
の
義
兄
西
川
豊
の
家
が
全
焼
し
た
と

の
し
ら
せ
で
、
龍
之
介
一
家
は
い
そ
ぎ
鵠
沼
を
引
き

あ
げ
、
田
端
に
帰
っ
た
と
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
信

じ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
秋
、
葛
巻
左
登
子
さ
ん
が
拙
宅

に
参
ら
れ
、
実
は
、
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日

に
、
文
子
叔
母
は
子
供
三
人
を
つ
れ
て
、
一
ま
ず
先

に
田
端
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、
龍
之
介
に
、
貴
方
も

早
く
田
端
へ
帰
っ
て
来
て
、
一
家
そ
ろ
っ
て
新
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
と
云
う
て
家
を
出
ら
れ
た
。

龍
之
介
は
左
登
子
さ
ん
の
兄
義
敏
当
時
十
七
才
と

二
人
で
残
務
を
整
理
し
て
い
た
が
、
十
二
月
三
十
一

日
鎌
倉
の
小
町
園
へ
行
き
、
大
晦
日
と
翌
元
旦
の
二

晩
を
小
町
園
で
す
ご
し
、
二
日
朝
早
く
か
え
っ
て
き

た
の
で
義
敏
は
大
変
怒
っ
た
。
怒
る
の
も
尤
も
で
、
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田
端
の
家
か
ら
鵠
沼
海
岸
の
有
田
肉
屋
を
通
じ
て
、

龍
之
介
に
早
々
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
と
の
電
話
が

し
ば
し
ば
か
か
り
、
電
話
口
へ
出
た
義
敏
は
、
龍
之

介
の
行
動
を
あ
り
の
ま
ま
に
言
え
な
い
の
で
、
そ
れ

を
ご
ま
か
す
の
に
非
常
に
苦
労
し
た
わ
け
で
あ
っ
た
。

小
町
園
か
ら
帰
っ
て
来
た
龍
之
介
は
す
ぐ
田
端
へ

帰
っ
た
。
義
敏
は
跡
し
ま
つ
に
２
、
３
日
か
か
っ
た

由
で
あ
っ
た
。

な
お
、
小
町
園
の
女
将
は
非
常
な
美
人
で
、
多
数

の
女
中
を
使
っ
て
い
た
が
、
龍
之
介
の
「
或
痴
呆
の

一
生
」
に
出
て
く
る
月
光
の
人
と
か
、
月
光
の
女
と

か
は
す
べ
て
こ
の
女
将
を
指
す
の
だ
と
、
左
登
子
さ

ん
兄
妹
は
信
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
の
考
え
で
は
、

月
光
の
人
と
か
、
月
光
の
女
な
ど
と
は
容
姿
気
品
高

く
、
か
つ
麗
わ
し
く
、
と
て
も
普
通
の
男
の
手
の
届

き
そ
う
も
な
い
女
性
と
い
う
意
味
で
な
か
ろ
う
か
、

二
晩
も
と
め
て
く
れ
る
小
町
園
の
女
将
と
は
概
念
的

に
ち
が
う
と
思
う
。
こ
の
女
将
の
亭
主
は
非
常
な
暴

君
で
、
女
将
を
ひ
ど
く
虐
待
す
る
の
で
龍
之
介
は
深
く

同
情
し
て
い
た
。

筆
者
は
大
正
十
五
年
七
月
か
ら
三
ケ
月
間
ば
か
り

龍
之
介
を
診
察
し
た
。
龍
之
介
は
き
ち
ん
と
筆
者
の

小
院
へ
通
院
し
た
。
川
端
康
成
な
ど
も
紹
介
さ
れ
診

察
し
た
。
龍
之
介
と
い
う
方
は
、
こ
れ
ま
で
他
の
医

師
か
ら
ど
ん
な
治
療
を
う
け
た
な
ど
は
一
切
口
に
し

な
い
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
龍
之
介
診
療
の
詳
細

は
カ
ル
テ(

診
療
記
録)

を
基
と
し
て
、
昭
和
十
年

十
月
号
の
文
芸
春
秋
に
く
わ
し
く
の
せ
て
あ
る
。
二

階
家
へ
龍
之
介
一
家
が
う
つ
っ
て
か
ら
は
、
一
度
も

診
察
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
然
し
筆
者
は
龍
之
介

の
健
康
を
非
常
に
気
に
し
て
い
た
。

十
五
年
の
秋
、
鵠
沼
の
松
林
を
散
歩
し
て
い
る
龍

之
介
に
会
っ
た
が
、
な
ん
だ
か
以
前
よ
り
元
気
が
わ

る
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
昭
和
二
年
三

月
谷
崎
潤
一
郎
と
文
学
論
争
を
し
た
り
、
五
月
に
は

東
北
、
北
海
道
へ
文
学
講
演
に
出
か
け
た
り
し
た
。

そ
う
し
て
数
々
の
小
品
を
書
き
あ
げ
、
精
神
力
も
体

力
も
つ
き
は
て
て
七
月
二
十
四
日
に
自
殺
し
た
。
誠

に
い
た
ま
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

岩
波
書
店
は
世
間
の
要
望
に
答
え
る
た
め
、
急
い
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で
芥
川
龍
之
介
全
集
の
出
版
を
計
画
し
た
。
著
作
品

は
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
を
集
め
る
の
で
何
で

も
な
い
が
、
書
簡
集
が
大
変
な
の
で
あ
る
。

書
簡
集

は
ど
う
し
て
作
る
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、
龍
之
介

が
死
亡
す
る
と
、
岩
波
の
店
員
が
龍
之
介
の
宅
へ
や

っ
て
来
て
、
故
人
の
友
人
名
簿
、
友
人
か
ら
の
手
紙

は
勿
論
、
年
賀
状
、
献
本
者
の
氏
名
な
ど
出
来
る
だ

け
龍
之
介
の
交
友
関
係
を
探
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
、

こ
の
度
故
人
の
全
集
を
発
行
し
、
書
簡
集
も
つ
け
た

い
か
ら
、
龍
之
介
か
ら
来
た
書
簡
類
は
す
べ
て
暫
時

貸
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
手
紙
を
出
す
。

か
く
し
て
集
ま
っ
た
書
簡
を
、
年
月
日
順
に
整
理

し
て
、
こ
こ
に
書
簡
集
は
出
来
上
る
訳
で
あ
る
が
、
中

に
は
龍
之
介
の
手
紙
を
大
事
に
し
て
た
ん
す
の
奥
に

し
ま
い
込
み
、
貸
し
て
く
れ
な
い
人
も
あ
る
と
い
う
。

昭
和
十
五
年
頃
、
岩
波
の
龍
之
介
全
集
出
来
上
が
り
、

そ
の
書
簡
集
を
見
る
と
、
龍
之
介
は
大
正
十
五
年
夏

以
後
、
筆
者
の
治
療
を
う
け
乍
ら
斉
藤
茂
吉
か
ら
阿

片
を
貰
っ
て
い
た
こ
と
が
判
り
、
以
後
ず
っ
と
阿
片

を
茂
吉
に
請
求
し
、
茂
吉
も
こ
れ
に
応
じ
て
い
た
こ

と
が
判
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
龍
之
介
は
筆
者
に
一
言

も
洩
ら
さ
な
か
っ
た
。

書
簡
集
を
見
る
と
、
昭
和
二
年
三
月
に
な
る
と
龍

之
介
茂
吉
間
の
文
通
が
殆
ど
な
く
な
り
、
事
情
を
知

ら
ぬ
人
に
は
両
者
の
交
際
が
う
す
ら
い
だ
か
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
田
端
に
帰
っ
た
龍
之
介
は
、
今
度
は

青
山
の
茂
吉
の
病
院
へ
通
い
、
直
接
に
阿
片
を
貰
っ

て
く
る
の
で
、
両
者
は
手
紙
を
や
り
と
り
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

岩
波
よ
リ
お
く
れ
て
二
十
年
、
筑
摩
書
房
も
龍
之

介
全
集
を
出
し
た
。
岩
波
版
の
書
簡
は

通
、

1642

筑
摩
版
の
も
の
は
一
四
一
九
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
筑

摩
版
の
編
集
方
針
は
岩
波
版
と
は
違
い
、
龍
之
介
が

俳
句
と
か
漢
詩
な
ど
を
、
そ
の
ま
ま
封
筒
に
入
れ
友

人
に
送
っ
た
も
の
は
書
簡
と
は
み
ず
、
別
項
目
の
方

へ
移
す
と
い
う
方
針
を
と
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

昨
年
の
本
会
の
第
十
五
号
に
「
九
月
二
十
五
日
斉

藤
茂
吉
、
土
屋
文
明
訪
問
、
ハ
ラ
ン
ー
鉢
も
っ
て
く

る
（
長
寿
を
祈
り
て

」
と
あ
る
の
は
、
葛
巻
義
敏

）

が
勘
ち
が
い
し
て
、
ハ
ラ
ン
を
持
っ
て
来
た
と
話
し
た
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こ
と
を
筆
者
が
そ
の
ま
ま
の
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
ス

ル
ガ
ラ
ン
の
こ
と
は
両
全
集
と
も
に
の
っ
て
い
な
い
。

ス
ル
ガ
ラ
ン
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
は
、
葛
巻
左
登
子

さ
ん
が
別
紙
に
の
べ
て
お
ら
れ
る
か
ら
省
略
す
る
。

大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
滝
井
孝
作
宛
の
龍

之
介
の
手
紙
の
末
尾
に
、
鵠
沼
イ
の
四
号
龍
之
介
と

あ
る
。
数
ヶ
月
前
に
向
う
の
二
階
家
に
移
っ
た
の
に
、

イ
の
四
号
と
は
お
か
し
い
。

そ
れ
よ
り
さ
き
、
大
正
十
五
年
夏
前
の
こ
と
、
ま

だ
一
度
も
筆
者
の
診
療
を
う
け
た
事
が
な
い
の
に

友
人
に
、
こ
の
度
富
士
山
と
い
う
医
師
の
診
療
を
う

け
た
、
山
は
タ
カ
シ
と
読
む
由
、
と
い
う
手
紙
を
出

し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
大
正
十
五
年
七
月
二
十
七

日
筆
者
が
東
家
へ
往
診
し
、
初
め
て
龍
之
介
を
診
察

し
た
の
に
、
龍
之
介
は
再
び
富
士
さ
ん
の
診
療
を
う

け
た
と
友
人
に
か
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

龍
之
介
に
時
々
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お

前
掲
の
滝
井
孝
作
宛
の
書
簡
は
、
龍
之
介
が
鵠
沼
か

ら
友
人
に
あ
て
た
最
後
の
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
斉
藤
茂
吉
全
集
に
う
つ
る
。
茂
吉
は
龍
之

介
よ
り
五
才
、
筆
者
よ
リ
は
七
才
年
上
で
あ
り
、
昭

和
二
十
八
年
七
十
一
才
で
死
亡
し
た
。
茂
吉
の
書
簡

集
に
龍
之
介
に
阿
片
の
連
用
は
有
害
だ
と
さ
と
し
た

も
の
は
一
通
も
な
い
。
つ
ま
り
茂
吉
は
龍
之
介
に
乞

わ
れ
る
ま
ま
に
阿
片
を
や
っ
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
行
為
は
龍
之
介
の
自
害
の
頃
ま
で
つ
づ
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
と
な
れ
ば
、
阿
片
の
味
を
覚

え
た
者
は
中
々
や
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

た
突
然
に
阿
片
を
や
め
さ
せ
る
と
、
ひ
ど
い
衝
撃
を

与
え
る
。
今
流
行
の
大
麻
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。

す
る
と
茂
吉
は
け
し
か
ら
ん
男
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

当
時
茂
吉
は
、
万
葉
集
と
く
に
柿
本
人
麿
の
研
究
に

夢
中
で
あ
り
、
神
経
衰
弱
だ
の
、
神
経
症
だ
の
、
精

神
病
な
ど
の
診
療
に
は
興
味
も
余
裕
も
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

一
般
に
書
簡
集
と
い
う
と
、
関
係
の
な
い
人
に
は
、

全
く
つ
ま
ら
ん
と
思
わ
れ
よ
う
。
去
る
九
月
の
本
会

で
筆
者
は
、
龍
之
介
関
係
の
出
版
物
の
目
録
を
見
て
、

余
り
に
そ
の
内
容
の
多
い
の
に
び
っ
く
り
し
た
と
申

し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
岩
波
、
筑
摩
の
両
全
集
は
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別
と
し
て
、
書
簡
集
と
で
も
名
づ
け
た
い
も
の
は
一

冊
も
な
い
。
な
お
、
今
後
も
龍
之
介
に
関
す
る
書
籍
は

ふ
え
る
傾
向
で
あ
る
。
然
し
、
龍
之
介
全
集
書
簡
の

前
年(

大
正
十
二
、
三
年
頃
ま
で)

の
も
の
は
、
文

学
的
趣
味
の
溢
れ
る
長
い
も
の
が
多
い
。

今
回
の
龍
之
介
晩
年
の
消
息(

補
記)

は
、
こ
の
あ

た
り
で
一
応
終
り
と
い
た
し
た
い
。─

終
─

（
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日

記
）

月
光
の
女

富
士

山
た
か
し

龍
之
介
の
晩
年
を
書
き
終
る
と
、
青
年
時
代
の
健

康
状
想
は
ど
う
だ
っ
た
か
知
り
た
く
な
る
。
吉
田
精

一
編
の
年
譜
に
は
青
年
時
代
の
作
品
も
の
っ
て
い
る

が
、
健
康
に
は
何
一
つ
ふ
れ
て
い
な
い
。
然
し
、
一

高
、
東
大
時
代
は
健
康
で
ほ
が
ら
か
で
、
友
人
と
よ

く
語
る
男
ら
し
か
っ
た
。

龍
之
介
は
大
正
五
年
七
月
東
大
卒
業
、
直
ち
に
横

須
賀
の
海
軍
機
関
学
校
の
英
語
教
師
に
赴
任
し
た
。

鎌
倉
に
下
宿
し
て
い
た
が
、
そ
の
頃
は
、
龍
之
介
は

健
康
で
あ
り
、
生
活
も
愉
快
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

大
正
七
年
二
月
塚
本
文
子
と
結
婚
し
、
翌
八
年
七

月
満
三
年
つ
と
め
た
機
関
学
校
を
辞
し
、
東
京
に
転

居
し
た
。
大
正
八
年
に
は
当
時
大
流
行
の
ス
ペ
イ
ン

風
に
や
ら
れ
て
い
る
。

筑
摩
書
房
版
に
よ
る
と
大
正
六
年
鎌
倉
、
横
須
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賀
か
ら
友
人
に
宛
て
た
書
簡
は
二
十
九
通
、
大
正
七

年
に
は
五
十
一
通
、
大
正
八
年
に
は
十
二
通
の
多
数

に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
何
故
か
海
軍
機
関
学
校
在
任

中
の
感
想
等
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
の

は
お
か
し
い
。

大
正
十
一
年
、
十
二
年
頃
か
ら
何
か
龍
之
介
の
頭
を

悩
ま
す
も
の
あ
り
、
自
然
に
睡
眠
も
わ
る
く
な
り
、
所

謂
神
経
衰
弱
と
な
る
。
付
近
の
医
師
の
診
療
も
効
か

な
い
の
で
、
自
ら
薬
局
に
出
か
け
、
当
時
東
大
病
院

で
も
ま
だ
使
っ
て
い
な
い
ド
イ
ツ
舶
来
の
睡
眠
薬
を

買
い
、
服
用
し
つ
づ
け
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
身
体
に

よ
い
筈
は
な
い
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
地
震
に
つ
い
て

は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
筑
摩
書
房
に
よ
れ
ば
、

大
正
十
四
年
四
月
十
三
日
か
ら
五
月
二
日
ま
で
伊
豆

の
修
善
寺
で
静
養
し
、
同
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
九

月
八
日
ま
で
軽
井
沢
で
避
暑
静
養
し
た
と
あ
る
。

大
正
十
五
年
一
月
十
五
日
湯
ケ
原
の
中
西
屋
に
静

養
に
出
か
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
、
筆
者

の
「
龍
之
介
の
晩
年
の
消
息
」
が
書
き
は
じ
ま
る
の

で
あ
る
。
こ
ん
な
数
年
間
の
苦
悶
の
間
で
も
龍
之

介
は
創
作
を
つ
づ
け
て
い
た
訳
で
あ
る
。

さ
て
、
何
が
龍
之
介
の
頭
を
そ
ん
な
に
苦
し
め
た

の
か
そ
れ
は
わ
か
ら
ぬ
。
前
編
の
消
息
に
の
べ
た
龍

之
介
の
「
或
痴
呆
の
一
生
」
に
し
ぱ
し
ば
出
て
く
る

月
光
の
女
と
か
、
月
光
の
中
の
人
と
か
の
女
性
の
こ

と
を
、
葛
巻
兄
妹
は
、
小
町
園
の
女
将
の
こ
と
と
し

て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
、
月
光
の
人
と
は
容
姿
気

品
と
も
に
高
く
き
れ
い
で
あ
っ
て
、
と
て
も
普
通
の

男
性
の
手
の
届
く
女
性
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
既
に

述
べ
た
が
、
そ
の
女
性
と
の
間
に
何
か
人
に
云
わ
れ

な
い
問
題
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
龍
之
介
を
苦
し
め
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
然
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
筆
者

の
余
計
な
憶
測
で
あ
り
真
実
は
わ
か
ら
な
い
。

─
終
─

（
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日

記
）
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